
１
９
６
６
年
以
降
、香
月
泰
男
は
、

婦
美
子
夫
人
を
同
伴
し
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
へ
頻
繁
に
で
か
け
ま

し
た
。
そ
こ
で
描
か
れ
た
膨
大
な
ス

ケ
ッ
チ
や
素
描
集
は
、
対
象
の
最
も

際
立
っ
た
美
し
さ
が
印
象
的
に
描
か

れ
て
お
り
見
る
人
の
心
を
魅
了
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

観
客
動
員
数
300
万
人
突
破
を
記
録

し
た
Ｔ
Ａ
Ｏ
。
壮
大
な
和
太
鼓
の
響

き
と
迫
力
に
ご
期
待
下
さ
い
。

●
と
き
　
12
／
13
（土）
（
２
回
公
演
）

昼
の
部
／
14：

00
〜

夜
の
部
／
18：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

Ｓ
席
／
５
、
０
０
０
円

Ａ
席
／
４
、
０
０
０
円

Ｂ
席
／
３
、
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
９
８
８
５

仙
崎
公
民
館
で
は
、
自
治
会
・

婦
人
会
・
体
育
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
会
、
漁
協
婦
人
部
な
ど
の
各

種
団
体
や
、
小
学
校
・
中
学
校
・

水
産
高
校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
組

織
と
協
力
し
、
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
回
は
最
近
行
っ
た
事
業
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

海
の
子
山
の
子
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

・
親
子
ふ
れ
あ
い
魚
釣
り
大
会

こ
の
事
業
は
、
海
と
山
の
そ
れ

ぞ
れ
の
親
子
が
互
い
の
地
域
の
自

然
環
境
や
生
活
環
境
の
特
殊
性
を

体
験
し
て
、
地
域
の
特
色
を
知
り
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
他
地
域
の
家

族
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
俵
山
公
民
館
と
の
共
催
事
業

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

仙
崎
で
は
「
親
子
ふ
れ
あ
い
魚

釣
り
大
会
」
を
９
月
27
日
（土）
に
開

催
。
52
名
の
親
子
に
参
加
い
た
だ

き
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
、
水
産
高
校

の
生
徒
・
先
生
の
み
な
さ
ん
を
は

じ
め
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
緊

急
時
の
た
め
の
救
助
船
を
用
意
し

て
い
た
だ
い
た
酒
井
さ
ん
、
ま
た

お
昼
ご
飯
を
準
備
し
て
い
た
だ
い

た
漁
協
婦
人
部
の
方
々
な
ど
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

初
め
て
竿
を
手
に
す
る
子
ど
も
や

大
物
を
狙
う
親
子
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
期
待
を
胸
に
竿
を
に
ぎ
り
ま

し
た
。
結
果
は
、
小
あ
じ
や
カ
マ

ス
、
イ
カ
な
ど
大
漁
で
、
み
な
笑

顔
の
一
日
で
し
た
。

釣
り
の
後
は
、
漁
協
婦
人
部
の

用
意
し
て
く
れ
た
魚
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。

釣り大会終了後の食事の様子

今
回
の
展
示
で
は
、
１
９
６
６
年

以
降
の
欧
米
素
描
を
紹
介
し
ま
す
。

●
会
　
期
　
１
／
25
（日）
ま
で

●
開
館
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

・
一
　
般
　
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生
　
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

・
高
校
生
以
下
無
料

Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
２
０
０
８

凱
旋
公
演

油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
第
７
回
公
演

Ｚ
Ｏ
Ｏ
〜
僕
た
ち
の
反
乱
〜

漂着ごみ

水
浴
場
で
菱
海
中
学
校
の
生
徒
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
海
岸
で
漂
着
ご
み
の
回

収
・
調
査
に
あ
た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
お
隣

同
士
と
な
っ
た
下
関
・
長
門
の
両
市

が
連
携
を
し
て
様
々
な
事
業
に
取
り

組
む
協
定
を
結
ん
で
い
る
こ
と
は
ご

承
知
と
思
い
ま
す
。
両
市
の
海
岸
線

は
北
浦
海
岸
と
し
て
潮
流
、
景
観
と

も
に
共
通
し
て
い
ま
す
。
同
種
類
の

海
外
か
ら
の
ゴ
ミ
が
同
時
期
に
流
れ

着
く
こ
と
か
ら
、
お
互
い
共
同
で
漂

着
ご
み
対
策
に
取
り
組
も
う
と
は
じ

め
た
の
が
、「
北
浦
海
岸
自
然
環
境
保

全
事
業
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
事
業

の
一
環
と
し
て
の
今
回
の
調
査
活
動

で
す
が
、
先
立
っ
て
注
射
器
具
や
薬

瓶
な
ど
の
医
療
廃
棄
物
や
劇
薬
表
示

の
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
も
県
や
自
治
体

で
回
収
・
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
昨
年
の
く
じ
ら
交
流
で
韓

国
蔚
山

ウ
ル
サ
ン

市
の
海
上
調
査
に
参
加
し
た

際
に
海
上
や
海
岸
に
ゴ
ミ
が
な
い
こ

と
に
不
思
議
な
思
い
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
海
岸
に
は
あ

れ
だ
け
多
く
の
ハ
ン
グ
ル
文
字
の
漂

着
ご
み
が
あ
る
の
に
と
…
。

ご
存
知
の
よ
う
に
日
本
海
に
は
対

馬
海
流
が
流
れ
て
い
ま
す
。
日
本
列

島
沿
岸
を
東
北
に
流
れ
る
こ
の
暖
流

は
日
本
海
沿
岸
地
方
の
気
候
に
も
大

き
く
影
響
を
あ
た
え
て
い
ま
す
が
、

漂
着
ご
み
も
こ
の
流
れ
の
影
響
を
受

け
な
が
ら
や
っ
て
来
ま
す
。
も
ち
ろ

今
年
も
「
長
門
市
海
岸
清
掃
の
日
」

（
７
月
６
日
）
に
は
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
た
く
さ

ん
の
海
岸
漂
着
ご
み
を
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
ま
ち

は
長
い
海
岸
線
を
有
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
風
光
明
媚
な
海
岸
は
「
北
長
門

海
岸
国
定
公
園
」
と
し
て
〈
観
光
な
が

と
〉
の
顔
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
大

切
な
観
光
資
源
が
漂
着
ご
み
で
損
な

わ
れ
る
こ
と
は
私
た
ち
に
は
耐
え
ら

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

先
日
、
下
関
・
長
門
両
市
の
海
岸

で
漂
着
ご
み
の
回
収
・
調
査
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
長
門
市
で
は
10
月

６
日
に
二
位
の
浜
で
日
置
中
学
校
の

生
徒
た
ち
が
、
同
14
日
に
は
大
浜
海

ん
中
国
や
韓
国
か
ら
の
漂
着
ご
み
が

圧
倒
し
て
い
ま
す
が
、
対
岸
の
国
々

の
人
々
は
私
た
ち
ほ
ど
漂
着
ご
み
に

つ
い
て
認
識
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
海
上
に
投
棄
し
た
ゴ
ミ

は
自
分
た
ち
の
海
岸
に
は
流
れ
着
か

な
い
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
少
し
で
も
こ
の
現
状
を

対
岸
の
国
々
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
今
回
の
調
査
結
果
を
国
の

機
関
か
ら
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
自

治
体
か
ら
も
韓
国
や
中
国
の
都
市
に

な
げ
か
け
て
理
解
を
求
め
て
い
こ
う

と
す
る
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

環
日
本
海
の
環
境
保
全
の
大
き
な

第
一
歩
で
あ
る
と
期
待
い
た
す
次
第

で
す
。

〈
私
の
〉
旅
・
欧
米
素
描
展

子
ど
も
た
ち
の
熱
演
で
話
題
の

「
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の

第
７
回
公
演
。
新
入
団
員
11
名
を
含

む
32
名
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
に
ご
期
待
下
さ
い
。

●
日
時
　
11
／
30
（日）

11
時
〜
、
14
時
〜
（
２
回
公
演
）

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

一
　
　
　
般
／
１
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
／
５
０
０
円

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
よ
る
名
曲

の
熱
演
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
廣
田
龍
人

さ
ん
率
い
る
「
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」
も
登

場
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
12
／
13
（土）

・
ア
マ
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／

14
時
〜
（
入
場
無
料
）

・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
ラ
イ
ブ
／
18
時
〜

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

一
　
　
　
般
／
１
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
／
　

５
０
０
円

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
３
部
門
を
獲
得
し

た
名
作
が
、
大
地
真
央
主
演
で
甦
り

ま
す
。

●
と
き
　
12
／
４
（木）

13：

30
〜

●
出
演
　
大
地
真
央
、
岩
崎
大
、
諏

訪
マ
リ
ー
、
福
井
貴
一
ほ
か

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

Ｓ
席
／
７
、
８
０
０
円

Ａ
席
／
７
、
０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
１
４
１
６

長
門
市
出
身
の
作
詞
家
・
故
大
津

あ
き
ら
氏
の
業
績
を
顕
彰
し
、
歌
謡

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
12
／
７
（日）

第
１
部
／
10：

00
〜

第
２
部
／
13：

00
〜

●
第
１
部
　
北
浦
地
域
の
歌
謡
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
歌
唱
大
会

●
第
２
部
　
歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル
と
ゲ

ス
ト
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー

●
ゲ
ス
ト
歌
手
　
水
沢
明
美

●
入
場
料
　
１
、
０
０
０
円

※
全
自
由
席
、
中
学
生
以
下
無
料

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
８
９
８
６

●
と
き
　
11
／
20
（木）

昼
の
部
／
14：

00
〜

夜
の
部
／
18：

00
〜

●
出
演
　
坂
東
三
津
五
郎
、
中
村
芝

雀
、
坂
東
彦
三
郎
ほ
か

●
演
目
「
魚
屋
宗
五
郎
」「
京
人
形
」

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

Ｓ
席
／
７
、
５
０
０
円

Ａ
席
／
７
、
０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
８
８
７
２

親
し
み
易
い
！
元
気
が
出
る
！
と

好
評
の
吉
田
正
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
。
吉
田
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
ど
、
楽
し
い
ト
ー
ク
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

は
ほ
か
で
は
聴
け
ま
せ
ん
。

●
と
き
　
２
／
22
（日）

13：

30
〜

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

Ｓ
　
　
　
席
／
３
、
５
０
０
円

Ａ
　
　
　
席
／
３
、
０
０
０
円

Ｂ
　
　
　
席
／
２
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
／

５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
１
３
３
４

吉
田
正
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

松
竹
大
歌
舞
伎

東
宝
演
劇

月
の
輝
く
夜
に

第
２
回
〈
大
津
あ
き
ら
杯
〉

県
内
選
抜
歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル

オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
ポ
ッ
プ
ス

＆
ロ
ッ
ク
シ
ョ
ー

■三隅支所（２階会議室）
11月５日（水）9：00～11：30
■日置支所（市民相談室）
11月11日（火）9：00～11：30
■油谷支所（２階応接室）
11月19日（水）9：00～11：30
■俵山公民館（１階会議室）
11月20日（木）9：00～11：30
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113


